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巻頭言 「ご挨拶と地域連携活動の報告」 MONOづくりみらい共創機構 副機構長　増田　隆夫



　日頃より、MONOづくりみらい共創機構の取組みへのご理解とご支援をいただきまして、
誠にありがとうございます。
　当機構は、令和5年度 教育研究組織改革分（組織整備）概算要求により、本学が掲げる
「学長ビジョン」と「北海道MONOづくりビジョン2060」の実現を着実なものとするため
に設立され、地域共創オフィス（共創戦略構築・マネジメント）、リエゾンオフィス（リ
エゾン、ニーズ・シーズのマッチング）、パブリックリレーションズオフィス（社会的イ
ンパクト発信、サイエンス・コミュニケーション）の３つのオフィスと、柔軟性・機動性
に長けたアジャイル型タスクフォース、さらに令和６年度より新たに設置されたプレタス
クフォースから構成されています。
　プレタスクフォースは、北海道や地域の抱える課題解決や、将来の地域のあり方を想定
した研究テーマに取り組むために結成された研究グループです。そして、分野や職位の壁
を越えて、様々なテーマに取り組みます。プレタスクフォースは令和6年度には公募を終
え、選定されたものが令和７年度より本格始動することになります。さらに、この活動に
よって、学内の知のネットワークを紡ぎ、若手研究者の育成と、新たなイノベーション創
出、さらに社会的インパクトに繋がる研究を推進したいと考えています。
　室蘭工業大学は、地域に根差した「土着型」の研究機関として、地域との共創による研
究活動や社会実装を目指したいと考えております。土着型とは、本学を拠点として、地域
の住民や企業、自治体などに寄り添い、より密接な関係性を構築することを目指し、必要
に応じて対象地域に一定期間居住して活動を行う、新しい地域連携、産学連携の形です。
MONOづくりみらい共創機構協力会の会員企業のみなさま、本学と連携協定を締結させて
いただいている自治体や企業のみなさま、また室蘭工業大学同窓会社会連携大学協力会の
みなさまと協力しながら、地域と大学が一緒になって地域の未来を創っていきたいと考え
ております。
　また、MONOづくりみらい共創機構協力会からの寄附金を原資とし、予備試験段階の研
究を対象とする「プレ共同研究」は、６課題を採択し現在実施中です。近年問題となってい
るインフラの老朽化対策に関連したテーマや、「情報×ものづくり」分野のテーマ、また宇
宙分野、バイオ分野など、幅広いテーマを採択させていただきました。研究協力会会員企業
の皆様には、本学と実施する共同研究費用の一部を助成する「共同研究助成」のご活用もご
検討いただければ幸いです。
　皆様におかれましては、本機構を一層ご活用いただくとともに、引き続きのご支援、ご協
力をお願い申し上げます。

室蘭工業大学　理事（研究・連携）・副学長
MONOづくりみらい共創機構 副機構長

増田　隆夫

ご挨拶と地域連携活動のご報告



【機構長】

　松田　瑞史　 　学長

【副機構長】

　増田　隆夫　　理事（研究・連携）・副学長

　市村　恒士　　副学長（社会共創）・教授

　吉成　　哲　　もの創造系領域　教授

【地域共創オフィス】

　オフィス長　吉成　　哲　　もの創造系領域　　教授

　　　　　　　城野理佳子　　しくみ解明系領域　准教授

【リエゾンオフィス】　

　オフィス長　鈴木　真也　　しくみ解明系領域　特任准教授

【パブリックリレーションオフィス】　

　オフィス長　山中　真也　　しくみ解明系領域　教授

【兼任職員】

　島田　正夫　　技術部　技術専門職員

【事務補佐員】

　高橋　美香

【拠点】

　共成長の場形成拠点　拠点長　山中　真也　教授

【タスクフォース】

　ウィズ・ミュージアム　タスクフォース長　上井　幸司　准教授

　水素タスクフォース長　　　　　　　　　　亀川　厚則　教授

　次世代拠点形成タスクフォース長　　　　　清水　一道　教授

1.　産 学 連 携 体 制 と 組 織

1-1． 産学連携体制（令和６年度）
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R6年度　MONOづくりみらい共創機構　組織体制図

1-2．組織
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2.　産 学 連 携 制 度

企業と大学が連携して研究や開発を

推進するための制度です、企業等か

らの多様なニーズに応える竹の仕組

みや、研究助成金等による支援制度

などをご用意しています。

産学官連携に関する情報は下記URL(大学ホームページ)をご覧ください。

https://muroran-it.ac.jp/society/ciulg_rc/
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3-1．共同研究

３.　事 業 実 績
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3-2．受託研究

3-3．プレ共同研究
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3-4．学術指導
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3-5．共同研究・受託研究の件数と契約額の推移
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（１）研究協力会役員会および総会
　　　役員会：令和 6 年 6 月27日（木）　（書面開催）
　　　総　会：令和 6 年 7 月10日（水）
　　　場　所：中嶋神社蓬崍殿（室蘭市）

　令和６年７月10日に、令和６年度 室蘭工業大学 MONOづくりみらい共創機構研究協力会総
会、ならびに情報交換会を、中嶋神社蓬崍殿（室蘭市宮の森町）にて開催いたしました。当日
は52名（内、研究協力会会員企業24社33名、大学関係者19名）が参加いたしました。
　総会は日本製鉄株式会社 吉岡 隆史 研究協力会会長の議長の下でつつがなく進行して頂きま
した。また、記念講演として本学しくみ解明系領域 システム情報学ユニット　太田 香 教授よ
り「地域社会のデジタル化を拓く情報通信システムの研究」と題してご発表を頂きました。ま
た特別講演として、しくみ解明系領域 化学生物工学ユニットの山中 真也 教授より、だてプロ
の紹介として「～誰もが自分らしい生き方ができる社会を目指して～」をご発表頂きました。
　総会後の情報交換会では、4名の研究者よりパネルでの研究シーズ紹介を行い、活発な意見交
換を行いました。

＜研究シーズ紹介＞
　〇工業製品/情報システムの主観/官能評価とそのモデル化
　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　小林　洋介　准教授
　〇建物内外で働く人の生（いのち）を衛（まもる）ために
　　　　　　　　　　　　　　　　　もの創造系領域　　桒原　浩平　准教授
　〇FRP 材料を用いた各種構造物の耐衝撃性向上法
　　　　　　　　　　　　　　　　　もの創造系領域　　瓦井　智貴　助教
　〇超音波を駆使した先進的流動モニタリングシステム
　　　　　　　　　　　　　　　　　もの創造系領域　　荘司　成熙　助教

（２）技術相談・企業訪問　84　件

4.　事 業 活 動
4-1．研究の活性化・共同研究の推進

総会の様子 情報交換会の様子
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（１）JST新技術説明会
　　　日　時：2024年10月01日(火) 10:00～13:55
　　　会　場：オンライン開催
　　　主　催：科学技術振興機構、
　　　　　　　帯広畜産大学、室蘭工業大学、北見工業大学
　　　　　　　北海道立工業技術センター（公益財団法人函館地域産業振興財団）

　新技術説明会は科学技術振興機構の主催による大学等の研究成果（特許）を実用化（技術移転）さ
せることを目的として、新技術や産学連携に興味のある企業関係者に向けて、研究者（＝発明者）自
らが直接プレゼンする特許の説明会です。今年度は帯広畜産大学様、北見工業大学様、北海道立工業
技術センター様と共同で開催し、本学からは1件のシーズを発表致しました。

＜研究シーズ紹介＞
　　〇「冷やすと均一に溶け、温めると分離して濁る水溶液とその応用」
　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　　馬渡　康輝　准教授

（２）北海道健康・医療分野研究シーズ集2024年度版
　北海道の主導で、全道に存在する創薬や再生医療、感染症対策のほか、新しい治療法や医療機器の
開発の基となる研究シーズを、1冊の「シーズ集」としてまとめたものです。本学からは6件のシーズ
を登録しています。

＜研究シーズ紹介＞
　〇「パーキンソン病に併発する認知障害治療薬の開発」
　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　　中野　博人　教授
　〇「アミロイドβ凝集阻害効果に基づく認知機能改善素材の開発」
　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　　上井　幸司　准教授
　〇「抗認知症効果が期待されるアミロイド凝集阻害物質の探索」
　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　　徳樂　清孝　教授
　〇「嚥下困難者用増粘液体食品の粘性調節」
　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　　吉田　雅典　教授
　〇「Laxative-free CTコロノグラフィによる大腸がん検診システム」
　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　　橘　　理恵　准教授
　〇「手術記録映像の自動解析技術」
　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　　近藤　敏志　教授

（３）競争的資金　獲得支援　24件
　支援を行った事業：
　宇宙戦略基金（JAXA）、ふるさと応援Hプログラム（エア・ウォーター北海道株式会社）、北海
道未来創造スタートアップ育成相互支援ネットワーク（HSFC）GAPファンド（JST）、COI-NEXT

4-2．研究シーズ紹介・競争的資金獲得の支援
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TREPS、JST）、創発的研究支援事業（JST）、「官民による若手研究者発掘支援事業」マッチング
サポートフェーズ（NEDO）、官民による若手研究者発掘支援事業（若サポ、NEDO）、持続可能な
電波有効利用のための基盤技術研究開発事業（FORWARD、総務省）、環境研究総合推進費（ER-
CA）、東レ科学技術研究助成（東レ科学技術振興財団）など

社会的インパクト表現ワークショップSTEP1の開催 
　　　開催日：令和6年1月8日（水）
　　　場　所：室蘭工業大学大学会館多目的ホール（室蘭市）
　　　主　催：MONOづくりみらい共創機構パブリックリレーションズオフィス

　パブリックリレーションズオフィス（PRオフィス）は、「室蘭工業大学の知られざる価値を地域に
届ける」ことを目指して活動を進めており、社会的インパクト表現の基礎を理解することなどを目的
としたワークショップを開催し、教員、職員、学生、地域の方34名が参加しました。 ワークショップ
ではPRオフィスの山田祥子准教授からのミニレクチャーから始まり、6グループに分かれて、テーブ
ルごとに研究テーマを設定し、アウトプットからアウトカムを考えるワークを実施しました。
　異分野の研究者で意見を出し合う事で、新しい視点を得たり、新たなコラボレーションが生まれる
など、参加した研究者にとって意義のあるワークショップとなりました。

　 
　

　また、PRオフィスではニュースレターを発行いたしました。第1号では、パブリックリレーション
ズオフィス長の山中真也教授とオフィスメンバーの山田祥子准教授による、このプロジェクトの活動
内容とこれからの計画についての対談記事となっています。第2号では、パブリックリレーションズオ
フィス長の山中真也教授が進めているプロジェクト「だてプロ」の活動を社会的インパクト表現プロ
ジェクトの9つの指標のうち2つの指標を使って振り返った記事となっております。第3号では、“学際
的なアプローチで都市づくりの未来を切り拓く“有村幹治教授の記事となっておりますので、ぜひご覧
ください。（資料６－２）

4-3．セミナー・研修会・交流会開催

グループワークの様子ミニレクチャーで説明する山田准教授
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（１）第50回技術士全国大会
　　　開催日：令和6年10月4日（金）～令和6年10月7日（日）
　　　場　所：札幌パークホテル（札幌市）
　　　主　催：公益社団法人日本技術士会

　令和6年10月5日(日)に公益社団法人日本技術士会が主催する「第50回技術士全国大会」の大会式典・
講演会・分科会が札幌パークホテルで開催され、室蘭工業大学から建設・防災に関する最新の研究内
容の紹介を行いました。
　今回の技術士全国大会は「共創の大地・北海道から始まる技術士の挑戦～ミライの豊かさを実現す
るために～」をテーマとして、幅広い分野で活躍する全国の技術士が参加して開催されました。
　本学の展示ブースに訪れた来場者にむけて、MONOづくりみらい共創機構 吉成哲教授と島田正夫特
命支援員が展示内容の説明を行い、室蘭工業大学の取り組みや研究に関する理解を広めました。
今回は5件の研究内容を紹介しました。

＜研究紹介＞
　〇「建物内外で働く人の生(いのち)を衛(まもる)ために」　もの創造系領域　　桒原　浩平　准教授
　〇「FRP材料を用いた各種構造物の耐衝撃性向上法」　　もの創造系領域　　瓦井　智貴　助教
　〇「SARリモートセンシング技術の開発と応用」　　　　しくみ解明系領域　泉　　佑太　助教
　〇「応急通信プラットフォームのデザイン」　　　　　　しくみ解明系領域   徐　　建文　助教
　〇「構造物の力を分析、復活させて、街を守る」　　　　もの創造系領域　　髙瀬　裕也　教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もの創造系領域　　小室　雅人　教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もの創造系領域　　永井　　宏　准教授
   

　　　　

（２）エア・ウォーターの森オープニングセレモニーへの参加
　　　開催日：令和6年12月6日（金）
　　　場　所：エア・ウォーターの森（札幌市）
　　　主　催：エア・ウォーター北海道株式会社

　本学が新たに札幌市に開設した共創拠点エア・ウォーターの森（札幌桑園）でオープニングイベン
トが開催されました。鈴木北海道知事、秋元札幌市長、寳金北海道大学総長なども参加した式典には、
本学から松田学長、佐藤理事、増田理事、市村副学長及び吉成MONOづくりみらい共創機構副機構長
が参加しました。

4-4．他機関との連携

展示ブースと吉成哲　教授 来場者に説明する島田正夫　特命支援員
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　式典後の交流会で入居者代表として挨拶した松田学長は、「この新たな共創拠点を通じて、他の入
居者との交流を進め、社会共創の拠点として様々な価値の創出につながる取組みが進められることを
大いに期待している。」と話しました。また、午後から開催された「未来のエネルギー革命　～脱炭
素と水素の可能性～」をテーマとしたイベントでは、本学の亀川教授が講演を行いました。
　本学は、この新たな拠点を中心に、本学が掲げる「学長ビジョン」及び「北海道MONOづくりビ
ジョン2060」実現のための様々な活動を展開します。

（３）第1回鹿サミット～自然と響きあう～
　　　開催日：令和7年2月19日（水）
　　　場　所：エア・ウォーターの森　ホール（札幌市）
　　　主　催：自然と響き合うまち共創拠点（代表：室蘭工業大学）

　本学札幌サテライトオフィス（エア・ウォーターの森）において、第1回鹿サミット -自然と響き合
う-が開催され、一般の方や本学関係者含む約170名（オンライン含む）が参加しました。
　松田学長、青山室蘭市長、松本胆振振興局副局長の開会挨拶に始まり、徳楽教授から「自然と響き
合うまち共創拠点」の紹介が行われました。基調講演では、黒田未来雄氏（猟師、元NHKディレク
ター「ダーウィンが来た！」）に「狩猟に学ぶ命の巡り」と題して講演をいただき、引き続き、伊吾
田順平氏（NPO法人西興部村猟区管理協会事務局長）に「北海道の現状と西興部村の取り組み」と題
して講演をいただきました。
　その後、北海道札幌月寒高等学校生徒、橋場亮介氏（室蘭市生活環境部地域生活課主任）、亀井利
活氏（北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所自然環境部主査）から地域の現状や対策
の紹介が行われ、パネルディスカッションでは、徳楽教授がモデレーターを務め、伊吾田宏正氏（酪
農学園大学農食環境学群環境共生学類狩猟管理学、一般社団法人エゾシカ協会理事）ら7名のパネリス
トや会場の参加者を交えて、ヒトと自然が共生するための方策（技術、仕組み、文化、教育、まちづ
くり、etc.）について活発な議論と意見交換が行われ、盛況のうちに閉会しました。

交流会で入居者代表として
挨拶する松田学長

集合写真（右から永井特命支援員、吉成教授、
市村副学長、松田学長、亀川教授、佐藤理事、
増田理事、北海道大学寺内副理事）
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（１）北洋銀行ものづくりサステナフェア2024
　　　開催日：令和6年7月24日（水）
　　　場　所：アクセスサッポロ（札幌市）
　　　主　催：北洋銀行

　“つくる、つながる、つづく～ものづくり産業が支える北海道の成長へのチャレンジ～” をテーマと
して7月24日（水）にアクセスサッポロで開催された「北洋銀行ものづくりサステナフェア2024」に出
展し、ものづくり産業の企業関係者や、高校、専門学校等の学生に向けて本学の取り組みを紹介しま
した。
　本学の出展ブースには100名を超える来場者が訪れ、希土類材料研究センター長の関根ちひろ教授と
葛谷俊博准教授による「色が変わる希土類ガラス」の紹介や、航空宇宙機システム研究センター、数
理データサイエンス教育プログラム、共創情報学コースなどの紹介を行いました。

＜展示内容＞
　〇「リサイクルネオジムグラス～Re・Neo～」
　〇「数理データサイエンス教育プログラム」
　〇「共創情報学コース　令和6年4月始動」
　〇「コンピュータ科学センターの取り組み」
　〇「MONOづくりみらい共創機構組織紹介」

4-5．展示会等への出展

鹿サミット終了後の記念撮影 パネルディスカッションの様子

関根センター長と葛谷准教授から
「色が変わる希土類ガラス」の説明を受ける来場者

企業関係者や高校生が多数来場
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（２）大学見本市2024～イノベーション・ジャパン
　　　開催日：令和6年8月22日（木）～令和6年8月23日（金）
　　　場　所：東京ビッグサイト　南1ホール（東京都江東区）
　　　主　催：国立研究開発法人科学技術振興機構

　国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）が主催する「大学見本市2024イノベーション・ジャパ
ン」が東京ビックサイトで開催され、本学からは馬渡康輝准教授の特許技術の紹介を行いました。
　大学見本市は全国の大学等から創出された研究成果の技術移転や実用化の促進を目的として開催さ
れる、日本最大級の産学連携イベントです。今年度は2日間の総来場者数が11,000名を超えました。 本
学の展示ブースには2日間で300名近くの企業等関係者が訪れ、馬渡康輝准教授のほか、MONOづくり
みらい共創機構 鈴木真也特任准教授と島田正夫特命支援員から来場者への説明を行いました。

＜研究シーズ紹介＞
　〇「温めると濁り冷やすと透明になる温度応答水溶液の開発とその応用」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しくみ解明系領域　　馬渡　康輝　准教授

　　　　　

（３）ビジネスEXPO「第38回北海道技術・ビジネス交流会」
　　　開催日：令和6年11月7日（木）～令和6年11月8日（金）
　　　場　所：アクセスサッポロ（札幌市）
　　　主　催：北海道技術・ビジネス交流会実行委員会

　令和６年11月７日(木)～8日(金)に経済産業省北海道経済産業局や北海道等の機関が主催する北海道
最大級のビジネスイベント「ビジネスEXPO 第38回北海道技術・ビジネス交流会」がアクセスサッポ
ロで開催され、本学の取り組みの紹介として、次のポスターの展示や来場者への説明を行いました。
本イベントには２日間で2万人以上が来場し、本学出展ブースにも多くの来場者が訪れました。特に今
年は高校生の来場も多く、本学のブースや企業ブースでも熱心に話を聞く姿が見受けられました。今
後も専門人材の育成や社会共創に取り組む本学の活動を積極的に発信してまいります。

展示ブースの様子 研究内容を説明する馬渡准教授
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＜クリエイティブコラボレーションセンター紹介＞
　〇「北海道マテリオームラボ」 ラボ長　徳樂　清孝　教授
　〇「AIラボ」 ラボ長　渡邉　真也　教授
　〇「先端ネットワークシステムラボ」 ラボ長　董　　冕雄　教授
　〇「スーパーマルチキャスティングアロイラボ」 ラボ長　清水　一道　教授
　〇「アーバンインフォマティックスラボ」 ラボ長　有村　幹治　教授
　〇「自然災害・防災技術リサーチラボ」 ラボ長　高瀬　裕也　教授
　〇「カーボンポジティブラボ」 ラボ長　馬渡　康輝　准教授
　〇「先端リモートセンシングラボ」 ラボ長　泉　　佑太　助教
　〇「ライフサイエンスラボ」 ラボ長　近藤　敏志　教授
　〇「大学紹介」
　〇「MONOづくりみらい共創機構紹介」

　

　　　　　

　　ホームページ・定期刊行物
　　　　研究報告No.33　　　　　令和6年6月更新
　　　　機構ニュース2024 No.1　令和7年3月発行

4-6．広報

来場者に説明する城野准教授 本学出展ブースを訪れる皆様
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5-1．役員名簿

5.　ＭＯＮＯづくりみらい共創機構研究協力会
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ＭＯＮＯづくりみらい共創機構（室蘭工業大学 教育・研究13号館 Ｔ棟）

6-4．施設紹介

51



交通アクセス

＜道南バス＞　JR東室蘭駅・道南バス東町ターミナル → バス停「工大」約20分
＜タクシー＞　JR東室蘭駅・道南バス東町ターミナル → 室蘭工業大学 約10分

＜JR北海道＞　札幌駅 → 東室蘭駅　特急列車 約1時間30分
＜道南バス・北海道中央バス＞　JR札幌駅 → 道南バス東室蘭ターミナル 約1時間50分

＜JR北海道＞　新千歳空港駅 → 南千歳駅 → 東室蘭駅 普通/特急列車乗継ぎ 約1時間
＜道南バス＞　新千歳空港 → 道南バス東室蘭ターミナル 約1時間30分

札幌 → 東室蘭

新千歳空港 → 東室蘭

東室蘭 → 室蘭工業大学

室蘭工業大学 ＭＯＮＯづくりみらい共創機構

〒050-8585 室蘭市水元町27番1号
URL https://u.muroran-it.ac.jp/crd/
E-mail：crd@muroran-it.ac.jp

TEL：0143-46-5860
FAX：0143-46-5879


